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「全体的に価格を抑えた要望が増えた」（一般土木建築工事）「光熱費等の高騰傾向は続いている大型

インフラ事業への対応や防災関連事業により、売上高は好転傾向にあるが、物価上昇傾向や人材不足

の潜在的なマイナス要因が国際情勢の不安定により、今後の不透明感は広がっていることが懸念され

る」（地質調査）「色々なタイプの働き方を受け入れ、畳職人さんを一人でも多く育てたい」（畳工事請

負・畳製造販売） 

「物価高、人手不足を踏まえできる限りの賃上げを行った。協力会社も同じ傾向で、加工費が値上げ

基調にある。半年前から人材募集を進めているが、そもそもの人手不足と他社との競争が厳しく、採

用に至らない。取扱製品も海外の競合他社の品質が向上し、かつ低コストであるため、差別化できる

高付加価値製品の提案ができるように取り組みたい」（その他の化学工）「売上高は右肩傾向にあるが、

人件費、原材料や水道光熱費も右肩上がり増なので、利益率は低下。旧建屋の構造的（地震対応）問題

があり、建替えが必須となる」（その他の鉄鋼）「世界経済の混乱、経営の在り方変革期なのかもしれ

ないが、現在維持していくだけで精一杯」（印刷） 
 「人手不足のため、営業時間の短縮・定休日の導入等の店舗が増加」（その他各種商品小売）「昨年春を

上回る値上要請の中、単価と客数は上昇しているが、買い控えが更に強くなり売上は頭打ち。食品や

紙、消耗品、薬は堅調であるが、衣類と住居余暇の落ち込みが激しい。マスコミでは気温上昇を伝えて

いるが、桜の頃に思ったほど気温が上がらずシーズン品の動きが遅れている。冬物の処分は順調に進

み季節変わりの売場展開を早めてみても動きは鈍い。今後はネットスーパーを強化して売上をカバー

する」（大型小売店） 

「設備の更新や修繕が必要だが、数年前とは比較にならない見積もり価格となっている。猶更のこと

急いで実施したいが価格にどこまで転嫁できるか不安。設備の更新に対しても補助金等の支援が欲し

いところ」（ゴルフ練習場）「お客様からの引き合いは少しずつですが、増えている。相変わらず建築費

や資材の値上がりは続いている。金利も上がってきているので、不動産の買い客も様子見で契約には

結びつかない」（不動産管理）「都内大手学習塾が柏市内に複数店舗出店したため、新年度に予定して

た授業料等の値上げができなかった。２年前から続いている人件費、教材費、光熱費分などが価格転

嫁できなかったのはかなり痛い」（学習塾） 

４月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベース、

以下同じ）は、▲１７．１（前月水準▲２５．７）とな

りマイナス幅が８．６ポイント縮小した。 

各業界、物価高や人手不足への課題が山積。 

建設業、製造業、卸・小売業では人材確保が思うよう

に進まず人手不足が継続。物価高に加え国際情勢の不安

定さに将来の懸念が広がる。サービス業では、価格転嫁

の困難さ、大手の進出による競争激化などにより収益確

保が厳しい状況。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

各業界、とまらぬコスト増と採用難で厳しい状況。売上の一部回復が見られるも全体の採算は悪化。 

回答期間：令和7年4月21日～令和7年5月7日  調査対象：柏市内173業所及び組合にヒアリング、回答数70 

柏の景気情報（令和７年４月の調査結果のポイント） 

 

 
 

全産業合計では、「柏の景気」が▲１７．１に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲１８．５で、柏のほうがマイナス幅が

１．４ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業・製

造業・卸小売業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 17.1 ▲ 14.2 ▲ 15.7 ▲ 36.8 ±0.0

▲ 18.5 ▲ 17.7 ▲ 23.0 ▲ 23.5 ▲ 8.6
売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 4.2 ▲ 7.1 ▲ 10.5 ▲ 5.2  5.5

▲ 2.1 ▲ 10.1 ▲ 9.4 ▲ 0.5 9.9
採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 22.8 ▲ 21.4 ▲ 21.0 ▲ 42.1 ▲ 5.5

▲ 17.1 ▲ 16.8 ▲ 21.4 ▲ 18.2 ▲ 11.9
仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 61.4 ▲ 57.1 ▲ 63.1 ▲ 68.4 ▲ 55.5

▲ 69.1 ▲ 72.0 ▲ 67.0 ▲ 69.7 ▲ 68.7

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 12.8  28.5 ±0.0 ±0.0  27.7

22.1 34.5 12.2 17.7 30.7
資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 12.8 ▲ 21.4 ▲ 26.3  5.2 ▲ 11.1

▲ 11.7 ▲ 7.0 ▲ 17.1 ▲ 13.6 ▲ 8.4
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今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較
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調査期間：2025年4月14日～18日 
 
調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（４月速報） 
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全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
１１月 ▲16.3 ▲ 12.6 ▲ 20.4 ▲ 19.0 ▲ 23.2 ▲  8.5 

１２月 ▲14.4 ▲ 11.3 ▲ 21.4 ▲ 17.5 ▲ 20.2 ▲  3.4 

１月 ▲15.4 ▲ 10.6 ▲ 20.7 ▲ 17.2 ▲ 19.7 ▲  9.4 

２月 ▲20.5 ▲ 16.7 ▲ 25.0 ▲ 19.5 ▲ 28.5 ▲  130 

３月 ▲19.2 ▲ 15.6 ▲ 24.7 ▲ 17.6 ▲ 23.1 ▲  13.9 

４月 ▲18.5 ▲ 17.7 ▲ 23.0 ▲ 23.1 ▲ 23.5 ▲  23.5 

見通し ▲19.8 ▲ 19.8 ▲ 21.4 ▲ 24.4 ▲ 28.0 ▲  9.9 

 



〇

〇

令和６年 令和7年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5〜7月 ( 4〜6月 )

全産業 ▲ 6.1 ▲ 14.6 ▲ 17.1 ▲ 23.2 ▲ 25.7 ▲ 17.1 ▲ 12.8 ( ▲ 13.6 )
建  設 ▲ 5.2 ±0.0 ▲ 43.7 ▲ 37.5 ▲ 6.6 ▲ 14.2 △ 7.1 ( ▲ 12.5 )
製  造 ▲ 11.7 ▲ 42.1 ▲ 15.0 ▲ 23.5 ▲ 27.7 ▲ 15.7 ▲ 31.5 ( ▲ 16.6 )

卸・小売 ▲ 21.7 ▲ 35.0 ▲ 5.2 ▲ 36.8 ▲ 50.0 ▲ 36.8 ▲ 26.3 ( ▲ 31.2 )
サービ ス △ 13.6 △ 21.0 ▲ 6.6 ±0.0 ▲ 11.7 ±0.0 △ 5.5 ( ▲ 5.8 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１２．８（前月水準
▲１３．６）となり、マイナス幅が０．８ポイント縮小した。

令和７年（２０２５年）４月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

４月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲１７．１（前月水準▲２５．
７）となり、マイナス幅が８．６ポイント縮小した。
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前年同月と比較した今月の業況について



○

令和６年 令和7年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5〜7月 ( 4〜6月 )

全産業 △ 4.9 ▲ 13.3 ▲ 11.4 △ 1.3 ▲ 1.5 ▲ 4.2 ▲ 1.4 ( △ 6.0 )
建  設 ▲ 5.2 ▲ 29.4 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 6.6 ▲ 7.1 △ 7.1 ( △ 20.0 )
製  造 ±0.0 ▲ 31.5 ±0.0 ▲ 5.8 ▲ 16.6 ▲ 10.5 ▲ 26.3 ( △ 11.1 )

卸・小売 ▲ 4.3 ▲ 20.0 △ 10.5 △ 10.5 △ 12.5 ▲ 5.2 △ 5.2 ( △ 6.2 )
サービ ス △ 27.2 △ 26.3 ▲ 13.3 △ 28.5 △ 11.7 △ 5.5 △ 11.1 ( △ 11.7 )

先行き見通し
売上ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１．４（前月水準△
          ６．０）となり、プラス幅が７．４ポイント縮小した。

○

【売上について】

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲４．２（前月水準▲１．５）とな
り、マイナス幅２．７ポイント拡大した。
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建設業
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卸・小売業
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■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和６年 令和7年

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5〜7月 ( 4〜6月 )

全産業 ▲ 11.1 ▲ 12.0 ▲ 22.8 ▲ 20.5 ▲ 27.2 ▲ 22.8 ▲ 5.7 ( ▲ 12.1 )
建  設 △ 5.2 ▲ 17.6 ▲ 43.7 ▲ 37.5 ▲ 20.0 ▲ 21.4 △ 21.4 ( △ 6.6 )
製  造 ▲ 29.4 ▲ 31.5 ▲ 10.0 ▲ 17.6 ▲ 33.3 ▲ 21.0 ▲ 26.3 ( ▲ 11.1 )

卸・小売 ▲ 39.1 ▲ 25.0 ▲ 21.0 ▲ 26.3 ▲ 31.2 ▲ 42.1 ▲ 15.7 ( ▲ 43.7 )
サービ ス △ 18.1 △ 26.3 ▲ 20.0 ▲ 4.7 ▲ 17.6 ▲ 5.5 △ 5.5 ( △ 5.8 )

先行き見通し
採算ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

○

2.0

４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．８（前月水準▲２７．２）
となり、マイナス幅が４．４ポイント縮小した。

【採算について】

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５．７（前月水準▲
１２．１）であり、マイナス幅が６．４ポイント縮小する見通しである。
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前年同月と比較した今月の採算について



○

令和６年 令和7年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5〜7月 ( ４〜６月 )

全産業 ▲ 59.2 ▲ 62.6 ▲ 70.0 ▲ 67.1 ▲ 72.7 ▲ 61.4 ▲ 54.2 ( ▲ 60.6 )
建  設 ▲ 47.3 ▲ 47.0 ▲ 62.5 ▲ 62.5 ▲ 66.6 ▲ 57.1 ▲ 50.0 ( ▲ 66.6 )
製  造 ▲ 58.8 ▲ 57.8 ▲ 70.0 ▲ 64.7 ▲ 72.2 ▲ 63.1 ▲ 52.6 ( ▲ 61.1 )

卸・小売 ▲ 78.2 ▲ 75.0 ▲ 84.2 ▲ 84.2 ▲ 81.2 ▲ 68.4 ▲ 57.8 ( ▲ 62.5 )
サービ ス ▲ 50.0 ▲ 68.4 ▲ 60.0 ▲ 57.1 ▲ 58.8 ▲ 55.5 ▲ 55.5 ( ▲ 41.1 )

先行き見通し

【仕入単価について】
○ ４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲６１．４（前月水準▲７２．７）

となり、マイナス幅が１１．３ポイント縮小した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５４．２（前月水準
▲６０．６）となり、マイナス幅が６．４ポイント縮小する見通しである。
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前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和６年 令和7年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 4〜6月 ( 4〜6月 )

全産業 △ 23.4 △ 25.3 △ 12.8 △ 19.1 △ 18.1 △ 12.8 △ 20.0 ( △ 18.1 )
建  設 △ 42.1 △ 41.1 △ 25.0 △ 25.0 △ 25.0 △ 28.5 △ 35.7 ( △ 40.0 )
製  造 △ 5.8 △ 10.5 △ 20.0 △ 11.7 ▲ 5.5 ±0.0 △ 5.2 ( ±0.0 )

卸・小売 △ 13.0 △ 5.0 ▲ 5.2 △ 5.2 △ 6.2 ±0.0 △ 15.7 ( ±0.0 )
サービ ス △ 31.8 △ 47.3 △ 13.3 △ 33.3 △ 29.4 △ 27.7 △ 27.7 ( △ 29.4 )

先行き見通し
従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

【従業員について】
○ ４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１２．８（前月水準△１８．１）

となり、プラス幅が５．３ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、△２０．０（前月水準
△１８．１）となり、プラス幅が１．９ポイント拡大する見通しである。
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従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移
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前年同月と比較した今月の従業員について



令和６年 令和７年
11月 12月 1月 2月 3月 4月 5〜7月 ( 4〜6月 )

全産業 ▲ 8.6 ±0.0 ▲ 8.5 ▲ 16.4 ▲ 15.1 ▲ 12.8 ▲ 4.2 ( ▲ 10.6 )
建  設 △ 10.5 △ 5.8 ▲ 12.5 ▲ 31.2 ▲ 6.6 ▲ 21.4 △ 7.1 ( ▲ 6.6 )
製  造 ▲ 23.5 ▲ 5.2 ▲ 15.0 ▲ 11.7 ▲ 27.7 ▲ 26.3 ▲ 36.8 ( ▲ 16.6 )

卸・小売 ▲ 21.7 ▲ 10.0 ▲ 5.2 ▲ 15.7 ▲ 6.2 △ 5.2 △ 5.2 ( ▲ 6.2 )
サービ ス ±0.0 △ 10.5 ±0.0 ▲ 9.5 ▲ 11.7 ▲ 11.1 △ 11.1 ( ▲ 5.8 )

先行き見通し
資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移 ※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】
４月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．８（前月水準▲１５．１）
となり、マイナス幅が２．３ポイント縮小した。

向こう３ヶ月（５月から７月）の先行き見通しについては、全産業では、▲４．２（前月水準▲
１０．６）となり、マイナス幅が６．４ポイント縮小する見通しである。

○

○
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前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI−LOBOとは】
日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を
全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】
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全国▲ 18.5
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業種別 概　　　　　　　況 業種

全体的に価格を抑えた要望が増えた 一般土木建築工事業

色々なタイプの働き方を受け入れ、畳職人さんを一人でも多く育てたいです。 畳工事請負・畳製造販売業

光熱費等の高騰傾向は続いているものの、継続している大型インフラ事業への
対応や防災関連事業により、売上高は好転傾向にあるが、物価上昇傾向や人材
不足の潜在的マイナス要因が国際情勢の不安定により、今後の不透明感は広
がっていることが懸念される。

地質調査・地質コンサルタン
ト

化粧品容器の受注に相変わらず回復傾向が見られないのと、医療品容器に関
してはクライアント海外設備の事情で受注減少が起きてしまった。

プラスチック加工

今年度前半はかなり仕事が薄い状況。
かなりの部分外部業者を使っていたところを社内に取り込み対応予定

その他の機械・同部品製造業

世界経済の混乱、経営の在り方変革期なのかもしれないが、現在維持していく
だけで精一杯。

印刷業

トランプ関税については、弊社は直接の輸出入を行っていないので、直ぐに影
響が出るとは思えないが、国内全体の景気が悪くなれば、何らかの影響が出て
くると思う。特に問屋を通しての仕入先だが、カーメーカーや大手の自動車部
品メーカー等の業績に大きな影響が出た場合には、仕入れ価格やデリバリー等
に何らかの影響が出ると思う。

自動車・同附属品製造業

家格転嫁が難しい 油脂加工造業

新卒社員が計画通りに入社して、現在は教育訓練をおこなっている。 酒類製造業

売上高は右肩傾向にあるが、人件費、原材料や光熱水費も右肩上がり増なの
で、利益率は低下
旧建屋の構造的（地震対応）問題があり、建替えが必須となる

その他の鉄鋼業

物価高、人手不足を踏まえできる限りの賃上げを行った。協力会社も同じ傾向
で、加工費が値上げ基調にある。
半年前から人材募集を進めているが、そもそもの人手不足と他社との競争が
厳しく、採用に至らない。
取扱製品も海外の競合他社の品質が向上し、かつ低コストであるため、差別化
できる高付加価値製品の提案ができるように取り組みたい。

その他の化学工業

若手の入職により業務の教育に加えて社会人としての教育も発生。それぞれの
常識の微妙な違いがある。採用が難しいことを考えると大切に育てたい。

金属製品

昨年春を上回る値上要請の中、一点単価と客数は上昇しているが、買い控えが
更に強くなり売上は頭打ち。
食品や紙消耗・薬は堅調であるが、衣料と住居余暇の落ち込みが激しい。
マスコミでは気温上昇を伝えているが、桜の頃に思ったほど気温は上がらず
シーズン品の動きが遅れている。
冬物の処分は順調に進み季節変わりの売場展開を早めてみても動きは鈍い。

今後はネットスーパーを強化して売上をカバーする

大型小売店

【業種別】業界内トピックス

製
造
業

卸
・
小
売
業

建
設
業



【業種別】業界内トピックス
＊人手不足のため、営業時間の短縮・定休日の導入等の店舗が増加。 その他の各種商品小売業

東口の建て替えなどと言う風評によりテナントの募集に影響が多大にありま
す。

不動産賃貸業

設備の更新や修繕が必要だが数年前とは比較にならない見積もり価格となっ
ている。猶更のこと急いで実施したいが価格にどこまで転嫁できるか不安。設
備の更新に対しても補助金等の支援が欲しいところ。

ゴルフ練習場

収益物件の維持コストも上昇しているので、更新時賃料改定を、ご入居者の方
にお願いする場合が増えてきました。

不動産賃貸・管理業

お客様からの引き合いはわずづつですが、増えています。相変わらず建築費や
資材の値上がりは続いています。金利も上がってきていますので、不動産の買
い客も様子見で契約には結びついてはいません。

不動産管理業

都内の大手学習塾が柏市内に複数店舗出店したため、新年度に予定していた
授業料等の値上げができなかった。２年前から続いている人件費、教材費、光
熱費分などが価格転嫁できなかったのはかなり痛い。

学習塾

業

サ
ー
ビ
ス
業



質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調

調査要領
回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和7年４月２１日 〜 令和７年５月７日

調 査 対 象 

41.3%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）
ｂ.採算

（経常利益ベース）
ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で
「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。
ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと
を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示
す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・
弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。
ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） − （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項
回  答  欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向こ
う3ヶ月の先行き見通し

45 18 40.0%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

46

建   設 14
19
19

製   造
卸  ・  小売

       ＜業種別回収状況＞

44
36.8%
43.2%

回答数
40.5%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

70全 産 業


